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辰年に思う
障害者権利条約に恥じない日本へ

増田　一世
（やどかりの里　理事長）

　辰年は，運気が上昇して夢がかないやすい
年だそうです．辰（龍 /竜）は空想の動物です
が，植物の成長に欠かせない水をつかさどる神
であり，荒ぶる恐ろしい神でもあります．さて，
さいたま市から川口市に広がる見沼田んぼに
は龍神伝説があります．
　1727（享保 12）年，徳川吉宗の意を受け，
急激に人口増加した江戸の食糧難解消のため
に井沢弥惣兵衛が見沼の農地開拓を始めまし
た．しかし，村人たちは龍の祟りを恐れました．
干拓して多くの米がとれれば江戸の人間は助
かるが，沼に棲む生き物たちは行き場を失いま
す．井沢は農地開拓を急ぎ，龍神の怒りにふれ
病を得たが，自らのいのちを賭け，利根川の水
を引いて用水路を作り，沼の生き物たちが棲め
るように自然を壊さないように工事を進めま
した．そして，大きな沼が田んぼに変わり，龍
神は沼の水を干すと天に上り，見沼の空を大き
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く舞ったという伝説です．自然保護か開発かで
はなく，第三の道を井沢は考え，その真摯な姿
勢を龍神は理解し，人間と自然の共存の道が見
出されたということでしょうか．
　かつて人間は自然と共存し暮らしていまし
たが，便利な生活と引き換えに「共存」を忘れ
てきました．犠牲になったものの大きさは計り
知れません．犠牲にしていることさえ意識しに
くくなっています．見沼の空を飛翔し，私た
ちを見つめ続ける龍神は今何を思っているで
しょうか．
　私たちの夢は，強者の論理や競争優先主義か
ら脱却し，第三の道を見出すこと……そして，
声なき声を聴く為政者をこの国のリーダーと
して選ぶこと．それは障害者権利条約に恥じな
い日本の実現です．そして世界中の戦争や紛争
の平和的解決，そんな夢を掲げてみたいと思っ
ています．


